
【意見】

現在新型コロナによる活動自粛に伴い多くの人が職を失い収入が減少している中、

沼田市としてどのような対策を取っているのでしょうか？先日市役所で次亜塩素酸

を配っていた様ですがその有効性も否定されました。

近隣の水上町や昭和村などは商品券を配ったりしているようですが、沼田市として

はどのような事をしているのでしょうか？

先程市県民税の納付書が送られて来ました。税金を払う事に一切の不満はありませ

ん。寧ろ国や自治体に貢献できると思うと誇らしく思えます。

ですが、このような一大事において何もしない市に対し、何の為に納税するのか甚

だ疑問に思います。

この現状についてどの様にお考えなのかお答えいただければと思いメールをさせて

戴きました

男性３０代：市内在住

【回答１】

今般の新型コロナウイルス感染症は、国内外の経済に甚大な影響を及ぼし、社会

生活にも相当の負担が強いられるなど、まさに地球規模で対策に取り組まなければ

ならない厳しい状況となっています。

そのような中、国においては様々な支援が行われておりますが、当市としても、

この有事に対処するため、独自の方策を講じているところであります。

コロナ禍でアルバイト代の減収や仕送りの減額などにより、教育費や生活費に困

窮している学生を経済的に支援するため、沼田市学生緊急支援給付金として、学生

を扶養されているご家庭に対し、在籍する学校等に応じて30,000円又は15,000円を

給付するとともに、出産や子育てに対する不安を抱える子育て世代を応援するため、

沼田市出産応援給付金として、特別定額給付金の基準日以降（令和２年４月２８日

～７月３１日）に生まれたお子さんに対し、100,000円の給付を行っており、両給付

金をあわせて、1,200件を超えるご家庭の支援を行っています。

また、「with コロナ」時代に対応した「with コロナ in NUMATA プロジェクト」

を開始し、その第１弾として、社会状況の変化に対応した事業形態（テイクアウト、

デリバリー、オンライン化等）にチャレンジしている事業者に対して、20,000円以

上支出している場合に50,000円を給付する支援制度「沼田市withコロナチャレンジ

支援金」と感染防止の取り組みや安全対策、情報提供等を行う宿泊事業者への支援

制度「沼田市宿泊事業者緊急支援金」へ充当するため、クラウドファンディング型

ふるさと納税を活用し、支援金を募集しています。

このプロジェクトは、今後、第２・第３弾と展開していく予定ですが、これらに

限らず、時機をとらえた適切な施策を講じてまいりますので、ご理解を賜りますよ

うお願い申し上げます

担当：総務部企画政策課政策推進係



【回答２】

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活を支援するため、

０歳から中学生のいる児童手当を受給する世帯（所得制限該当世帯を除く）に対し

て、沼田市独自の臨時給付金として対象児童一人あたり5,000円の支給を行っていま

す。

担当：健康福祉部子ども課子育て支援係

【回答３】

新型コロナウイルス感染症の影響により、売上げが減少した中小企業や個人事業

主等に対して、様々な支援を行っております。

資金繰り支援としては、中小企業経営振興資金の支払利子について、市が全額利

子補給する制度に拡充しています。

また、国の持続化給付金が交付対象外となる事業者に対しては、売上が３０％以

上５０％未満減少した事業主へ100,000円を給付する「沼田市経営支援助成金」を設

けております。

このほか、テイクアウトやデリバリーなどに新たに取り組むことで顧客獲得に努

力する飲食店等に対する支援として、情報発信サイト「沼田おうち時間」による支

援や、オンラインによる特産品の販売を行うサイト「ぬまたマルシェオンライン」

を新規に立ち上げるなどの取組も行っております。

今後も市内事業者の事業継続が図られるよう、引き続き支援してまいりたいと考

えております。

担当：経済部産業振興課商工振興係


